
「ナラ枯れ病」とは

夏
の
盛
り
に
突
然
、
里
山
の
雑
木
林
で
コ
ナ
ラ
な
ど

が
急
に
葉
が
あ
た
か
も
紅
葉
し
た
よ
う
に
真
っ
赤
に

な
り
、
枯
れ
て
い
く
、
そ
れ
も
一
本
だ
け
で
な
く
、
林

の
随
所
に
被
害
木
は
点
在
す
る
。
（写
真
上
が
夏
季

に
お
け
る
被
害
の
様
子
で
あ
る
）。
被
害
樹
種
は
コ
ナ

ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
ナ
ラ
、
シ
イ
、
カ
シ
類
に
及
ん
で

い
る
。
京
都
の
五
山
の
送
り
火
で
有
名
な
如
意
ヶ
岳

（
大
文
字
山
）で
も
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
０
９
年
に

渡
っ
て
発
生
し
、
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
（以
後
カ
シ
ナ
ガ

と
呼
ぶ
）
の
食
害
に
よ
っ
て
ナ
ラ
菌
（カ
ビ
の
仲
間
）が

幹
内
部
に
散
布
さ
れ
繁
殖
し
た
こ
の
菌
の
仕
業
の
被

害
で
あ
る
。
カ
シ
ナ
ガ
と
い
う
昆
虫
が
細
菌
を
媒
介

す
る
伝
染
病
で
あ
る
。
被
害
の
特
徴
は

・
夏
季
に
真
っ
赤
に
な
っ
て
枯
れ
る
。

・
樹
冠
全
体
が
枯
れ
症
状
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

・
症
状
が
急
激
で
あ
る
。

以
上
の
特
徴
で
周
辺
で
症
状
が
確
認
さ
れ
る
と
マ
ス

コ
ミ
等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
昆
虫
は
外
国
等
か
ら
侵
入
し
た
も
の
で
は
な

く
、
古
く
か
ら
我
国
に
つ
み
つ
い
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
雑
木
林
の
管
理
の
放
棄
等
に

よ
っ
て
、
繁
殖
の
最
適
環
境
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
我
国
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
す
で
に
そ
の

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

小
平
市
内
で
は
二
〇
一
九
年
に
僅
か
で
あ
る
が
発

生
が
確
認
さ
れ
た
。
二
〇
二
〇
年
に
は
あ
ち
こ
ち
の

雑
木
林
で
本
格
的
に
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。
二
〇

一
九
年
に
は
多
く
の
都
立
公
園
で
も
ナ
ラ
枯
れ
症

状
が
確
認
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
に
は
被
害
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
（別
表
）。

2021/4/15
小平市緑化推進委員会
委員長 椎名豊勝

第17期緑化推進委員会緊急提言
別添資料



カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

コ
ウ
チ
ョ
ウ
目
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
科
の
長
さ
５
ｍ
ｍ
弱
の
大
き

な
で
円
筒
形
の
昆
虫
で
あ
る
。

大
径
木
の
中
に
穿
孔
し
て
生
息

す
る
養
菌
性
（
酵
母
菌+
ナ
ラ

菌
）
キ
ク
イ
ム
シ
で
あ
る
。
下

の
写
真
左
雌
、
右
が
牡
で
あ
る
。

雌
の
方
が
大
き
い
。
雌
雄
は
一

夫
一
婦
制
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
に
分
布
。
我
国
に
は

古
く
か
ら
住
み
つ
い
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

被
害
木
と
健
全
木

カ
シ
ナ
ガ
被
害
を
樹
幹
断
面

で
比
較
し
た
、
右
下
の
写
真
が

コ
ナ
ラ
の
被
害
木
で
表
皮
の
近

く
の
内
側
が
円
周
状
に
太
い
幅

で
黒
く
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
こ
れ
が
ナ
ラ
菌
に
侵
さ
れ

た
部
分
で
あ
る
。

左
下
の
写
真
が
コ
ナ
ラ
の
健

全
木
の
樹
幹
断
面
で
、
中
の
円

周
状
の
線
は
辺
材
と
心
材
を
分

け
る
線
で
健
全
な
樹
幹
断
面
で

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

マ
ス
ア
タ
ッ
ク

ま
ず
オ
ス
が
樹
幹
に
孔
を
開
け

て
穿
入
し
、
入
口
付
近
へ
出
し

て
盛
り
上
が
っ
た
フ
ラ
ス
に
そ

こ
に
仲
間
を
集
め
る
た
め
の
匂

い
の
成
分
で
あ
る
。
集
合
フ
ェ

ロ
モ
ン
撒
い
て
発
散
さ
せ
る
。

ま
た
掘
っ
た
木
か
ら
も
カ
シ
ナ

ガ
が
好
む
匂
い
物
質
が
発
散
し

て
、
他
の
オ
ス
を
呼
び
込
み
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
オ
ス
も
同
じ

よ
う
に
孔
を
開
け
集
合
フ
ェ
ロ

モ
ン
出
し
穿
孔
が
増
え
続
け
て

い
く
。
そ
の
結
果
、
下
の
写
真

の
よ
う
に
膨
大
の
量
の
カ
シ
ナ

ガ
が
一
本
の
樹
木
に
集
合
し
、

穿
孔
し
て
、
急
激
な
枯
症
状
を

引
き
起
こ
す
。
こ
れ
を
マ
ス
ア

タ
ッ
ク
と
い
い
カ
シ
ナ
ガ
の
被

害
特
性
で
あ
る
。

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と
は

フ
ラ
ス

フ
ラ
ス
と
は
カ
シ
ナ
ガ
が
穿

孔
し
て
削
っ
た
木
屑
と
糞
が

混
じ
っ
た
も
の
（
上
写
真
）

で
、
穿
入
孔
か
ら
排
出
さ
れ

る
。
木
の
根
元
に
大
量
に
集

積
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

白
色
が
か
っ
た
肌
色
で
、
き

め
細
か
い
粒
子
状
の
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
時
期
は
限

ら
れ
る
が
、
穿
孔
木
を
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

被
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

主
に
水
分
を
樹
冠
全
体
に
供
給
す
る
導
管
を
幹
断
面
か
ら
見
て
み
る
と
、
表
皮
お
よ
び
そ
の
周

辺
の
辺
材
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
が
ナ
ラ
菌
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る
（
写
真
右
下
）
と
通
水

が
で
き
な
く
な
る
。

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ナ
ラ
菌
に
反
応
し
て
樹
木
は
い
ろ
い
ろ
な
成
分
を
生
産
し
、
こ
の
物
質
が

導
管
内
に
溢
れ
だ
し
こ
れ
が
油
状
の
物
質
で
あ
る
た
め
導
管
内
の
水
の
流
れ
は
妨
げ
ら
れ
て
し
ま

い
、
具
体
的
に
は
目
詰
ま
り
が
お
き
て
、
梢
端
部
に
が
水
が
上
が
ら
な
く
な
り
、
突
如
と
し
て
枯

れ
死
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

孔
道
内
部
の
カ
シ
ナ
ガ

孔
道
を
縦
横
に
穿
孔
し
、
そ
の

時
に
酵
母
菌
と
ナ
ラ
菌
を
待
ち

散
ら
す
と
と
も
に
産
卵
す
る
。

孵
化
し
た
幼
虫
は
酵
母
菌
を
餌

と
し
て
成
長
し
自
分
の
部
屋
を

作
る
。
一
方
ナ
ラ
菌
は
材
に
侵

入
し
て
、
樹
木
の
通
水
機
能
を

阻
害
し
て
ナ
ラ
枯
れ
を
引
き
起

こ
す
。
一
本
の
コ
ナ
ラ
枯
れ
木

か
ら
数
万
の
カ
シ
ナ
ガ
が
発
生

し
た
例
も
あ
る
。

穿
入
孔

穿
入
孔
は
幹
の
高
さ
二
ｍ
ぐ

ら
い
に
ま
で
に
集
中
し
て
い
る
。

し
か
し
マ
ス
ア
タ
ッ
ク
を
受
け

た
木
は
四
～
五
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で

穿
入
孔
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

孔
は
爪
楊
枝
が
入
る
位
の
小
さ

な
も
の
で
、
穿
孔
し
た
場
合
に

は
、
孔
の
周
辺
に
上
の
写
真
の

よ
う
に
フ
ラ
ス
が
付
着
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
分
か
り
易

い
。
し
か
し
台
風
等
強
い
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
る
と
消
失
し
、

分
か
り
づ
ら
く
な
る
。



マテバシイ

シラカシ

アラカシ

スダジイ

クヌギ

カシワ

コナラ

ウバメガシ

感染しやすい樹種
武蔵野に多い樹種では、コナラ、クヌギ、スダジイ、
シラカシ、アラカシ、マテバシイ、カシワ、ウバメ
ガシである。この他に、ミズナラ、ナラカシワ、ア
ベマキ、イチイガシ、ハナガガシ、ウラジロガシ、
アカガシ、ツクバネガシ、クリ、ツブラジイ、レッ
ドオーク等がある。2019年2020年の状況を見ると小
平市内ではコナラの感染がほとんどで僅かながら、
北米産のレッドオークにも感染が確認されている。

カシナガの生活史模式図

カシナガ生活史解説

カシナガによるナラ枯れ病は長年わたって長期的に侵
されるものではなく1年1年が単位の病気である。6月に発生し
6～8月にマスアタック（集中飛来と高密度穿入）攻撃を受け
1～2週間で枯れるものは枯れ、生き残る木（穿入生存木）
はそのまま生存し続ける。主に枯れた木には沢山の幼虫が
住みつき成長蛹化して成虫となって翌年6月に新たな健全木
を求めて一斉に飛び立つ。この生態を利用し、周辺環境など
を考慮して、その雑木林にあった防除・駆除方法を検討しな
ければならない。



2019穿入被害本数 2020穿入被害本数 2019穿入被害本数 2020穿入被害本数

全枯れ
穿入生存

木 全枯れ
穿入生存

木 全枯れ
穿入生存

木 全枯れ
穿入生存

木

木場公園（江東区） 0 0 0 11 1 10 小金井公園（小平市他） 18 3 15 140 43 97

水元公園（葛飾区） 0 0 0 1 1 0 武蔵野の森公園（府中市） 0 0 0 1 1 0

代々木公園（渋谷区） 16 0 16 45 9 36 秋留台公園（あきる野市） 0 0 0 2 0 2

駒沢公園（世田谷区） 0 0 0 47 2 45 武蔵野中央公園（武蔵野市） 2 1 1 2 1 1

善福寺川緑地・和田堀公園（杉並区） 9 2 7 13 12 1 府中の森公園（府中市） 7 2 5 50 3 47

城北中央公園（板橋区） 0 0 0 6 3 3 東村山中央公園（東村山市） 12 2 10 121 18 103

光が丘公園（練馬区） 11 8 3 79 47 32 東大和南公園（東大和市） 0 0 0 14 0 14

砧公園（世田谷区） 16 4 12 107 30 77 小山田緑地（町田市） 16 0 16 261 68 193

日比谷公園（千代田区） 0 0 0 11 0 11 小山内裏公園（町田市他） 8 0 8 145 18 127

芝公園（港区） 0 0 0 3 1 2 桜が丘公園（多摩市） 3 3 0 98 97 1

林試の森公園（目黒区） 2 0 2 38 3 35 長沼公園（八王子市） 4 1 3 89 55 34

蘆花恒春園（世田谷区） 6 2 4 34 7 27 平山城址公園（日野市） 6 3 3 159 53 105

祖師谷公園（世田谷区） 2 0 2 9 2 7 神代植物公園（調布市） 0 0 0 97 43 54

赤塚公園（板橋区） 0 0 0 34 7 27 多磨霊園（府中市） 0 0 0 23 13 10

石神井公園（練馬区） 0 0 0 6 2 4 八王子霊園（八王子） 1 1 0 9 3 6

善福寺公園（杉並区） 0 0 0 5 1 4 小平霊園（小平市他） 10 10 0 20 16 4

大泉中央公園（練馬区） 2 1 1 13 0 13 殿ヶ谷戸庭園（国分寺市） 0 0 0 3 0 3

六義園（文京区） 0 0 0 14 1 13 多摩計 87 26 61 1234 432 802

清澄庭園（江東区） 0 0 0 11 1 10

旧岩崎邸庭園（台東区） 0 0 0 1 0 1 合計 151 43 108 1723 562 1161

青山霊園（港区） 0 0 0 1 0 1

23区計 64 17 47 489 130 359

都
立
公
園
の
被
害
状
況
（
東
京
都
公
園
協
会
指
定
管
理
公
園
等
）

カ
シ
ナ
ガ
病
被
害
被
害
と
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

・
穿
入
被
害
木―

カ
シ
ナ
ガ
が
穿
孔
し
穿
入
し
た
樹
木
。

・
穿
入
生
存
木―

カ
シ
ナ
ガ
が
穿
孔
し
、
穿
入
し
た
が
、
枯
れ
ず
に
生
存
し
て

い
る
樹
木
。

・
全
枯
れ―

カ
シ
ナ
ガ
の
穿
孔
・
穿
入
で
完
全
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
樹
木
。

17 47
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都立公園の被害事例（2019・2020年）
・都立公園での被害状況（東京都公園協会指定管理者公園分）を2019年度と2020年年度で見ると、小平市と同様に2019年からナラ枯れ病被害が
始まっている。

・2019年には穿孔被害木151本だったものが2020年には1723本と約11.4倍に増加している。特に多摩部で顕著で14.2倍、23区では、
7.6倍と増加している。そして全枯れ死木は43本から562本と13倍に増加している。内訳は多摩部で16.6倍、23区では17本が130本で7.6倍と
なっており、いずれも多摩地域が爆発的に増加していることがわかる。

・穿孔被害にあっても生存している穿孔生存木の比率は2019年で71.5％、2020年で67.4％とすこしおちているものの変わらない数字となっている。
・樹種別に視ると圧倒的にコナラが多く2020年には穿孔被害の80％がコナラが占めている。また全枯れ死木の93％がコナラである。さらに被害樹木
の枯損率はコナラが38.1％と高い数字を示している。このことから主にコナラで構成されている小平に多い雑木林での被害リスクは非常に高い
ものと言わざるをえない。

・公園別を2020年で見ると、雑木林が多い多摩丘陵の小山田緑地、小山内裏公園、桜が丘公園、長沼公園、平山城址公園さらに武蔵野台地の神代
植物公園、小金井公園、東村山中央公園での穿孔被害数が多く、特に一部小平市である小金井公園ではカシナガの穿孔が140本で43本枯れている。
小平市に隣接する東村山市内の東村山中央公園では121本にカシナガが穿孔し、18本が枯れている。

コナラ, 1379, 

80%
クヌギ, 87, 5%

シラカシ, 83, 

5%

スダジイ, 73, 

4%

マテバシイ, 49, 3%

アラカシ, 12, 

1%

ピンオーク, 9, 1%

ウバメガシ, 7, 0%
ミズナラ, 4, 0%

カシワ, 4, 0%

その他, 16, 1%

2020年都立公園ナラ枯れ病穿孔被害（東京都公園協会指定管理公園分）

コナラ

クヌギ

シラカシ

スダジイ

マテバシイ

アラカシ

ピンオーク

ウバメガシ

ミズナラ

カシワ

その他

2020年樹種別被害状況

樹種・穿孔被害数 穿入生存木 枯れ死木 枯損率％

コナラ-1379本 854 525 38.1%

クヌギ‐87本 75 12 13.8%

シラカシ-83本 80 3 3.6%

スダジイ-73本 71 2 2.7%

マテバシイ-49本 41 8 16.3%

アラカシ-12本 12 0 0

ピンオーク-9本 4 5 55.6%

ウバメガシ－7本 7 0 0

ミズナラ-4本 2 2 50%

カシワ－4本 3 1 25%

その他－16本 12 4 25%

1723本 1161 562 32.6%

枯れ死木と穿孔生存木
・枯れ死木とは、枯れてしまった以上、単にたくさんのカシナガの幼虫を抱え育てている立木の丸太である。それは翌年に膨大な成虫のカシナ
ガを発生させるものであり、一方水のいきわたらくなった枝や幹は落枝や倒木による事故発生は公園緑地の安全性にかかわる重大な案件とな

る。
少なくても年度末までに伐採処理を終了しなければならい枯れ死木である。
穿入生存木
・穿入生存木のカシナガ次世代発生数は枯れ死木に比べて圧倒的に少ないしかしわずかながら次世代が発生している。穿入生存木の取り扱いをど
うするかについての森林総研は、伐採により林内が明るくなる等環境改変はカシナガ被害を助長する見解がある。一度死を免れた木は次年度以降
再度カシナガの加害を受けても枯れ死する確率が低く、カシナガにとって樹体内の環境は悪化し、カシナガは繁殖に失敗する。このため残してお
いたほうがカシナガ個体数低下に寄与するため得策との見解である。しかし樹液流出量が少なく、根元に大量のフラスがある場合はこの限りでは
なく伐採や脱出防止措置を講ずることが必要である。
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鷹の台

小川

新小平

東大和市
玉川上水

八坂

萩山

小平

花小金井

青梅街道
新堀用水

玉川上水

小川用水

田無用水

野火止用水

鈴木用水大沼田用水

小金井公園

東大和市

東村山市

東久留米市

立川市

国分寺市

小金井市

西東京市

①

②

③

④ ⑤

①

②
③

④

⑤

⑥

小平学園

小平霊園
東村山中央
公園

管理区分 No 区域・施設等 枯損木 穿入生存木 備考

① 上水新町1丁目周辺 104本 特別緑地保全地区、保存樹林、地域センター公園

小平市 ② 小川町1丁目周辺 3本 保存樹林、市有樹林

管理分 ③ 上水本町2丁目保存樹林 9本

④ 小平中央公園 11本 327本

⑤ 小平市福祉会館 3本 （推定）

① 中島町保全区域 40本

② 栄町1・2丁目保全区域 20本

東京都 ③ 栄町3丁目保全区域 12本

管理分 ④ 東村山中央公園 18本 103本

⑤ 小平霊園 16本 4本

⑥ 小金井公園 43本 97本



愛知県資料

今後の被害推移は？
もちろん都内では初めての経験であり、今後の動向については余談を許さないが、左グラフの愛知県資料の被害の年次推移で考えてみると、平成
20年を仮に初年度とすれば二年目で約10倍、3年目で17倍となり、おおまかには5年間にわたって被害が続くことが愛知県資料では読み取れる。も
ちろん万全の対策を講じての結果の数字であることは間違いと考えられるところである。むしろ対策を講じてこのくらいの水準で終結することを
目指すべきであろう。しかし樹木自体の違い、生育環境の違いがあり確実なものでないかもしれないリスクがあることも事実である。

幹の太さによる被害の違いと被害部位（高さ）

森林総研関西支所のデータで
あるが、幹の太さによる被害
程度の違いは顕著である。
細い幹のものは枯れ死しにく
く、太い幹のものは枯れやす
い。左のグラフでは胸高直径
24㎝（幹周70㎝）までは枯れ
が10％以下である。一方胸高
直径36㎝（幹周113㎝）以上
では100％枯れている。
このことは萌芽更新している
雑木林では被害少ないことを
物語っている。

山形県データによれば、
幹の高さのよって、穿
入孔の数に違いがある
ことがわかっている。
左グラフはナラ枯れ木
3本の位置（高さ）と穿
入孔数を比較したもの
である。低いところほど
穿入孔の数は多く、ほ
とんど2ｍ以下に集中し
ている。
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落
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カシナガ対策
（緊急対策）
・調査
・予防
・駆除

予防対策

（すべて
5月までに
終了する
必要があ
る）

薬剤樹幹注入・・・・ 保護したい健全木の樹

幹に殺菌剤を注入して
カシナガを殺虫する。

粘着剤塗布
（殺虫剤含有）

駆除対策

ビニールシート
等幹被覆

伐倒燻蒸・

立木燻蒸

おとり丸太
トラップ法

ペットボトル等
トラップ法

伐倒破砕処理

発生調査――――――――――――被害木・全枯れ死木・穿孔生存木の識別・マーキング必須調査事項である。駆除対策時には

マスアタック樹木の特定がリアルタイムで定期的に必要である。

クリアファイル
トラップ法

・・・・ ドリルで樹幹に殺菌剤
注入用の孔を開け、ア
ンプルで自然注入する。

・・・・

・・・・
人の出入りする公園
での薬剤採用は難しい。
効果は1年程度。

保護したい健全木の樹
幹に粘着剤+殺菌剤を
塗布し、カシナガの脱出
・侵入を防ぐ。

・・・・ 粘着剤を樹幹に散布機
で塗布する。2回の施用
が必要。

・・・・ 人の出入りする公園
での薬剤採用は難しい。
毎年の施用が必要。

・・・・
保護したい健全木の樹
幹をビニールシートで
覆う。カシナガの脱失・
侵入阻止。

・・・・ 厚保0.1っ未城のビニー
ルで覆い、下端を地面
に埋め込む。上部はガ
ムテープで固定。

・・・・
3～5年程度有効。誰にで
もできる技術、労力が
膨大、市民の協力は不可
欠、コロナ禍の問題

・・・・
枯れ死木内カシナガ幼虫
の駆除とナラ菌の殺菌。
立木のままと伐採したも
で行う。

・・・・
立木の場合はドリルで孔
を一定間隔で開け、伐採
木の場合は丸太をビニー
ルで覆って殺虫・殺菌材を
注入、燻蒸する。

・・・・ 人の出入りする公園
での採用は難しい。

・・・・

枯れ死木を伐採し、搬出
して。破砕・焼却等物理
的方法で殺虫を行う。
公園倒木等安全対策でも
ある。

・・・・根元から10㎝以内まで
伐採が必要。破砕・焼却
施設の確実性が担保され
ていること。

・・・・

公園で一般的に行える
方法。費用がかかる。
東京都公園協会ではチ
ップ厚5ｍｍの粉砕・チ
ップ化・堆肥化できる
施設に搬入。

・・・・
人工的な合成フェロモン
事前に殺菌剤を注入した
ナラ丸太にカシナガに
誘引して殺虫する。

・・・・

合成フェロモンがカシナガ
を誘引する効果は半径100～
300ｍで20～30aに1っカ所。

人の出入りする公園
での薬剤採用は難しい。
効果は1年程度。

・・・・

・・・・

・・・・

穿入し始めた、カシナガ
を、ペットボトル上部で
作成した透明トラップに
衝突させて捕殺する。
被害状況に合わせて増設。
1週間単位での定期的管理
必要。

・・・・

ペットボトル先端を切り
取って、漏斗状して、30個
程度連ねて作成し、2ｍ程度
吊り下げる。1本当たり3基
設置、羽化前に設置その後
状況を見て増設。

・・・・

誰にでもできる。
トラップ作りには手
間取る。市民の協力
が不可欠。
臨機応変な対応が可能。
週間単位の管理必要。

市販のクリアファイル
を使って、透明トラップ
作成し、に衝突させて捕殺
する。1週間単位での定期
的管理必要。
。

・・・・

クリアファイル1.25枚で1ト
ラップ。折り曲げたり、
熱圧着して作成、羽化前に
全ての木に装着、捕捉数で
マスアタック木を剪定、
その木に必要数装着ｓ

誰にでもできる。熱圧着
の卓上シーラーが必要・。
週間単位の管理（マスア
タック木の選定、虫の
捕捉、水入れ）必要。

・・・・



カシナガの生活史と予防・発生調査・駆除対策時期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

新成虫の飛散

マスアタック・穿孔

樹木枯損

蛹化・羽化 越冬

予防対策期
発生調査・症状記録記憶・駆除対策期 伐採燻蒸等対策期

伐採燻蒸等対策期

根本的対策（雑木林の更新等）
現在ナラ枯れ病の原因は、コナラ等樹木の大径化（太い幹になる）してしまったのが大きな要因であるという説が多く支持されている。その

メカニズムは、カシナガの食料となる菌は湿潤な条件が必要で、細い木や枝の場合、枯れた後早い乾燥が進んでしまうため太い幹の木を好むと
の仮説たてられている。太い木が枯れやすく、確かにマスアタックでも、せいぜい高さ5ｍまでにカシナガの穿孔は限られている。それ以上の
幹は細くなり、さらに細い枝にとりつくことは極めて少ない。それは穿孔生存木の場合フラスがでるのではなく、樹液が幹の穿孔から湧出して
いる事が多く、その穿孔ではカシナガに樹木が勝った状態が生まれているとの説もある。
かって化石燃料が普及（いわゆるエネルギー革命）する以前、里山の雑木林は薪や炭などのために、伐採利用するために15～20年サイクルで

直径25㎝（幹周70㎝）以下で伐採され萌芽更新されていて、カシナガは存在していたものの、この太さでは大被害には繋がらなかったと推察さ
れる。
しかし太いコナラを伐採した場合、その萌芽力は乏しく、森林総研の右グラフは伐採直径とその後の

萌芽数との関係で直径40㎝以上ではほとんど萌芽更新されることがないのがわかっている。ナラ枯れの
猛威は数年にわたって続き多くの雑木が枯れ死することは必定である。やがて雑木林の更新が主要な
課題として大きく浮上することは間違いないと推測される。
そのためには新な雑木育成システムを早急に用意しなければならない。今ある雑木林からドングリを

採取（DNA保存）、種から発芽させて育て、大きく育苗させる圃場を整備して育て上げる仕組みである。
幸い現在NPO法人のドングリ自然学校が行っている。ドングリ実生の里親制度があり、それらを拡充
整備して利用し、さらにコナラ・クヌギの専用の圃場を設けることが緊急に必要なもう一つの措置である。
もちろん、公園・緑地等の安全利用のための枯れ木処理はカシナガ羽化脱失前までに行わなければなら

ないことはもちろん、枯れ木被害を最小限にし、穿孔生存木の比率を上げるための予防・駆除対策も万全
に行うとともに、次世代コナラ等雑木の育成更新の好機と捉えて両輪での対策を検討すべきである。

ナラ枯れ病予防・駆除の効果的対策
ナラ枯れのコナラ等の小平市周辺の管理は多岐に渡っている。小平市・隣接する各市の公園緑地・緑道・用水路、東京都（公園緑地、自然環境保全

区域、薬用植物園、水道局、道路等）民間所有雑木林等である。全てが連携して行うのが最善であるが、手続きが複雑であり、時間もかかるしかし、
今年6月には膨大なカシナガ成虫が脱出して、マスアタックがあるのは確実である。枯れ木処理は伐採破砕処理にたよらざるを得ないが、駆除対策も
必要である。現在の対策の中で、クリアファイルによるトラップ駆除法は安価で穿入生存木の割合の向上が図れることが静岡県農林技術研究所の実験
でも証明されており試験的にでも実施してみる価値はあると十分考えられる。この方法の最大のメリットは全枯れ木の減少による経済的効果にある。
もちろん新に経済的で効果的対策が開発について注視していく必要は常に存在することを忘れてはならない。

伐採木切株の直径



TWT トランク・ウィンドウ・トラップ（幹に設置するトラップ）
静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター平成30年度報告書からの抜粋
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